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西西辞書の記述を見ると，スペイン語の sí は副詞である 2）。Real Academia Española（王
立スペイン語アカデミア）の辞書（2001）におけるこのことばのデータは以下のようになって




えを強調したりする。Esto sí que es portarse.「これこそ（行儀のいい）振る舞い方だ」。
Aquel sí que es buen letrado.「あの人こそ深い学識の持ち主だ」。
③ 一緒に使われる動詞が表わす肯定の意味を高めるために強調して使われる。Iré, sí, aun-










ⅰ）¿Lo quieres? ―Sí (, lo quiero). それが欲しいか？―はい（，それが欲しい）。¿Viene 
Juan? ―Creo que sí. フワンは来るかな？―来ると思う。Dime sí o no. はいか，いい
えか（承諾かどうか）言いなさい。
ⅱ）［承諾］よろしい：Venga usted mañana. ―Sí, con mucho gusto. 明日来てください。
―はい，喜んで。
ⅲ）［否定疑問・否定命令に対して］いいえ：¿No le gusta la música? ―Sí, mucho. 音楽
はお嫌いですか？―いいえ，大好きです。No lo digas a nadie. ―Sí, lo diré a todo el 
mundo. 誰にも言うなよ。―いや，みんなに言ってやる。
ⅳ）［否定語句に続けて］Vino la señora no sé cuántos; sí, esa rubia, y dijo que volvería 
más tarde. 何とかいう女性が来ました。ああ，金髪の方で，また後で来るそうです。




ⅰ）Conozco a tu amigo, sí. 私は確かに君の友人を知っている。Iré, sí, aunque pierda la 
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vida. 行くとも。たとえ命を落としたって。Aquel hombre ya no te quiere, pero yo 
sí. あの男はもう君を愛していない。でも私は愛しているよ。
ⅱ）［不定詞＋ sí ＋活用形。動詞の強調］Responder, sí (que) respondí, pero … 答えるに





① ［質問に対して］副詞 sí. 関連語「いいえ」。あれは太郎ですか―はい，そうです ¿Es 
Taro? ―Sí, eso es. [Pues sí]. 泳げないんですか―はい ¿No sabes nadar? ―No, no sé.（こ
のような否定文の質問に日本語で「はい」と答える場合，スペイン語では “No” と答える）。
② ［承諾して］副詞 de acuerdo, bien, bueno,（スペイン，口語）vale, venga,（英語，口語）
“okey”.（文例）はい，承知しました Con mucho gusto. Encantado. /（客や上位の人に）
Naturalmente, señor.
③［返事］Sí. /（出欠の）Sí,[sic] Presente.
④ ［相手の注意を引く］（文例）はい，これ Aquí tienes. / Aquí está.（文例）はい，始めま
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1.3.2．スペイン語の síについて
Corominas によれば 9），肯定の返答を基本的な機能とする sí は，もともとラテン語の sīc（副
詞，「そのように，このように」）に由来している。まず，古スペイン語でこのラテン語が sí
の形で同様の意味で使われていたが，それが 10 世紀後半には副詞を補強する接頭辞の a- を加
えて así の形で使われた。así は「そのように，このように」という意味の副詞で，現在まで
使われている。他方，sí は語源的な「そのように，このように」という意味で 14 世紀にも使
われていたが，すでに 12 世紀には sí fago ‘hago así como dices’「私はおっしゃる通りに，そ
のようにいたします」のように動詞を伴って使われるのが普通であった。ところが，12 世紀
にも既に動詞を省略して単独の sí で肯定の応答小辞として使われ始めていた（この用法はラ
テン語にも散見される），という。12 世紀には sí ということばが「そのように，このように」
という意味の副詞として，そして肯定の返答の小辞として使われていたことになる。
















































































き手の役割 1」として相づちを扱っていて，その章は 2.1. あいづちに関する研究，2.2. あいづ
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かから本稿に関連する情報を集めてみよう。





























































































































































もに雑誌『日本語学』の 1988 年 12 月号に特集された相づち研究の論文である。この項では外
国語の「はい」相当語を念頭に置いてそれらを概観してみよう。
2.3.1．米語（英語）の相づち
シカゴ大学の Yngve は早くも 1970 年に発表した，会話における発話権（turn）の移動に関
する研究で “In fact, both the person who has the turn and his partner are simultaneously en-
gaged in both speaking and listening. This is because of the existence of what I call the back 
channel, over which the person who has the turn receives short messages such as “yes” and 








Oh yeah，Really，I see，Uh などがある」（46-47）と報告している。相づちは英語よりも米語
に多く使われる，ということであろうか。また，米語では相手の否定文への応答詞として使わ
























































（1 ）ドイツ語：『日本語学』の 1988 年 12 月号の「あいづち」特集にはドイツ語の論考が含








































ⅲ）［否定疑問・否定命令に対して］いいえ：¿No le gusta la música? ―Sí, mucho. 音楽
はお嫌いですか？―いいえ，大好きです 20）。
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同辞典では見出し語 no でも，語義の②が「［否定疑問・否定命令に対して］はい：¿No irá 
mañana? ―No, no quiero ir. 明日いかないのですか？―ええ，行きたくありません。」となっ
ている。また，1.2.2. で紹介した『クラウン和西辞典』でも，その語義①のところで
① ［質問に対して］副詞 sí. 関連語「いいえ」。［…］泳げないんですか―はい ¿No sabes 
nadar? ―No, no sé.（このような否定文の質問に日本語で「はい」と答える場合，スペイ
ン語では “No” と答える）。
と記述し，同辞典の見出し語「いいえ」では 3 番目の語義として「［否定の質問に対して］（会話）














性を前提にした配慮表現なのである（cf. 三好（2013）の 2.2. 項）。別段，いつも肯定の応答を
期待しているわけではない。それどころか，否定的な応答を期待していても，儀礼的にたずね
てみる，という場合さえある。













































































（アカデミアの辞書の I には『現代スペイン語辞典（改訂版）』の I が対応），B.「自身の発話
内容の強調用法」（アカデミアの辞書の II には『現代スペイン語辞典（改訂版）』の II が対応），
ということになる。以下では新たな用法や情報に C 以下の番号を付ける。
3.2．規範文法での síの使い方
スペインの出版社から 2009 年に Real Academia Española などによる Nueva Gramática de 






（2 ）sí は話し相手の真偽疑問文への肯定応答詞である：¿Vienes? – Sí.「来ないか？」―「は
い」（40.7d）。
（3 ）sí は話し相手の言ったこと（平叙文・命令文）への同意の応答詞である：Vaya con ~. 
– Sí, señor.「～と一緒に行きなさい」―「はい，わかりました」（30.11t, 40.7d）。
（4 ）sí には話し相手の肯定表現を支持する用法がある。Verdaderamente, ciertamente「本
当に」の意味になる：¿Qué va a saber si anda en las nubes? – Sí, en las nubes.「あんな
にぼやっとしていて何がわかるというんだ」―「まったく，ぼやっとしていて」（40.7d）。
（5 ）sí には先行文の内容への前方照応的な機能があるから，応答詞の場合，sí だけで応答は
成り立つ（30.11q）28）。
（6 ）応答の sí に文や動詞句が後続する場合，それらの要素は先行文（質問文）のなかの焦
点を指すことがある（焦点用法）: ¿He dormido mucho rato? – Sí, todo el día.「私は大分
寝ていたのか？」―「はい，一日中」（30.11s）。
（7 ）sí には（4）の用法の拡張として，発話者自身の発話内容の断言を強調する働きがある：
Sentí que me faltaba el aire. Sí, tenía que salir de allí y coger un taxi.「私は窒息しそうに
なった。そう，で，そこから出てタクシーを拾わなくてはならなかった」（30.11t）。
（8 ）sí には（6）と（7）の用法の拡張として，発話者自身の発話のなかで焦点の副詞として
働く強調用法がある：Ella sí lo sabía / Ella sí que lo sabía.「彼女はそう，それを知って
いました」（30.11r）；El cartero [sí] ha traído el paquete「郵便配達人は（そう，）小包を持っ
てきましたよ」（40.7e）29）。
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以上の用法を，上記の辞書的な情報での用法である A.「肯定の応答詞としての用法」，B.「自
身の発話内容の強調用法」と関連づけてまとめてみよう。















だけの sí による応答は，応答者が嫌がっているかのような印象を与える（II, 248）。
（3 ）真偽疑問文に対する応答詞の sí は強い前方照応の要素を備えているので，普通は疑問
文の文言を繰り返すことはない。しかし談話という行為を成立させるという語用論的な法
則から，質問の内容に関する何らかの情報を加えることになる（II, 244）。
（4 ）否定疑問文に対する肯定の応答の場合，応答詞の sí は最低 2 度，繰り返されることが
多い：¿O sea que tú tampoco fuiste? – Sí, sí, claro.「君も行かなかったということかい」
―「行ったとも」（II, 245）。













記するべきであろう（本稿の注 29 を参照のこと）。3 種類の西西辞書にその指摘がある。いず
れも見出し語 sí のなかで，Hernánez et al.（2005）では sí que の反語用法が（Sí que la has 
hecho buena.「そう，（それは）上手にできているよ」），Larousse（2005）では子見出しの 8
に重複形を出してその反語用法が（nunca te mentirá. –Sí, sí.「（彼は）君に決して嘘は言わな

















である。フランス語 oui の場合も同様である（cf. 2.3.2.）。「はい」は本来的な意味を持ってい
ないが，sí には「そのように，このように」という本来的な意味を持っていて，肯定・同意・
承諾などの機能を果たす。そのため，相手の発話の一応の文末でしか応答できないことにな







スペイン語の肯定の応答詞としては sí のほかに claro など 20 種類以上が使われている 33）。
4.1.3．非応答用法
「絶対文頭用法」の「はい」が sí と対応することは考えられない（cf. 本稿 1.2.2. の④を参照
のこと）。sí の用法 C（前方照応の機能）の存在に注目すれば，絶対文頭の位置における sí の
使用の無理なことが理解されよう。「文末用法」の場合，「はい」に発話者自身の発話内容を強
調するという解釈も出されているからには（cf. 2.2.3.），文脈状況によっては文中であれ文末で
あれ，sí の用法 B「自身の発話内容の強調用法」に対応するであろう。本稿 3.2. の（8）の例






本稿では sí の用法や機能を 5 種類に分けた（cf. 3.3.）。A. 肯定の応答詞としての用法，B. 自









































は「はい」と yes，「いいえ」と no という単純な対応関係から出発しているようである。しか
し筆者には，「はい」と「いいえ」を対になる応答詞であるとは考えられない。談話における「い
いえ」の使用がきわめて制約されているからである（2.4.2.）。
日本の社会構造は 20 世紀中ごろから急速に変わってきた 34）。日本語の使い方もかなり変化
してきている。「はい」の用法やその sí の用法との対応関係も変わってきているかもしれない。
本稿は現時点での筆者の仮定的な見解でしかないことをお断りしておく。










典』では，見出し語の副詞の sí に 5 種類の語義が与えられているが，そのひとつ（4）に「《疑問形
の上昇調で，驚きや命令・賛同の要求などを表して》えっ，まさか，本当ですか；いいね，分かりま
したね。Estáte quieto, ¿sí? おとなしくしていなさいよ，いいね。」が含まれている。しかしこの辞書
の高垣（監）の第 2 版では語義が 2 種類になり，最初の語義「《疑問詞のない疑問文に対する肯定の
返事》はい，そうです」の補足的説明に「相手の発言に対する驚きを表すことがある。（例文）
Mañana vendrá aquí tu tío. ―¿Sí? 明日ここに君のおじさんが来るよ。―えっ，本当なの。」と指摘さ
れているだけで，命令・賛同のときの用法には言及されていない。
 5） たとえば有本など（編）の『和西辞典（改訂版）』では語義が 3 種類出されていて，それらは ①［答
えが肯定の時］sí;［否定疑問に対し否定で答える時］no. ②［出席を取る時］Sí. / Está. /（古語的）









 9） Corominas の見出し語 ASÍ での記述による。













13） In this paper, I have taken a more interactional approach in analyzing hai and ee. The use of hai, in 
particular, was found to be highly oriented to making the next move in an interaction, be it opening 













応答詞の全使用数の 4 割強であるのに対して，イイエ系のことばの使用が 1 例もない。新しいところ
では，中島の報告（2001: 97）があるが，彼女はその結論のところで，検討対象になった自然談話資




















20） 例文のふたつめは「No lo digas a nadie. ―Sí, lo diré a todo el mundo. 誰にも言うなよ。―いや，み
んなに言ってやる」である。これは話し相手と対決する姿勢の応答であり，一般的な日本語の応答形
式を検討する例としては不適当であろう。










人を誘うときの言い方として ¿Quieres (…)? をあげて，それに「君（…）したい？」という日本語を
付けている。「君（…）したくない？」とするほうが日本語らしいであろう。
24） この点に関しては，本稿の 2.3.2. で紹介したドルヌの鋭い観察を参照されたい。






26） 英語の yes-no 疑問文への応答の仕方については，鈴木（2004）が興味深い報告をしている。
27） ①の「iv)［否定語句に続けて］Vino la señora no sé cuántos; sí, esa rubia, y dijo que volvería más 
tarde.」という例文の提示は，筆者には理解できない。否定文に続いて対比の意味の肯定表現として
sí が使われる，ということであろうが，この例文の先行文は肯定文である（Vino ~）。この①の iv) 
の用法は，本稿 1.3.2. で紹介した García de Diego のふたつめの用法「確認するための小辞として，
本来は先行する否定的な文に対置される形で使われる（383-4）」の用法のことであろうか。
28） Beinhauer は，限られた場合には sí（とか no）だけの応答もあるが，普通は señor, hombre, mujer
などの呼びかけ語を伴う，と指摘している。
29） 本稿の考察に直接関係しないが，『スペイン語新文法』にはさらに，sí の虚偽の了解という使い方に
ついて述べている。先行文の内容を了解して，直後にそれを拒絶する用法である：Sí, en eso estaba 
pensando yo;「はい，私もそのことを考えていました」；Sí, no tengo otra cosa que hacer.「はい，私
にはほかにすることもありません」（30.11t）。また，拒絶するためのレトリックの sí もある：¡Sí, 
hombre!「そりゃそうだ！」（32.7t）。ともに文脈的な語用論の用法である。
30） 「はい」と sí の使い方の対比という点には関係ないが，importar「迷惑である」を使って許可を求め
る真偽疑問文に関する興味深い指摘がある。応答が 1 度の sí なら応答者は許可を与えていないが，
肯定の応答詞を 2 度繰り返せば許可を与えた応答になる：¿Te importa que abra la ventana? – 
Sí.（あるいは）– Sí, claro. / Sí, sí, claro, claro.「窓を開けてもいいでしょうか」―「だめだよ」（ある
いは）「はい，いいですよ」（II, 248-9）。英語にも同様の動詞 to mind があって，この動詞を使った応
答の yes, no についてはよく話題になっている。金田一（1981: 239）は「私どもは，英語などの yes
と no の使い分けが難しい。たとえば，向こうの人から “Do you mind opening the window?”『窓を
開けてもいいか』と言われますと，窓を開けてもいい，と言うときには，つい，私などは “Yes.” と
言いたくなりますが，“Yes.” ではいけないのですね。mind（気にかける）の反対ですから “No.” と
言わなければいけない」と述べているが，スペイン語の場合と同じように，（めったにないが）Yes
だけの応答なら「だめだ」になるが，Yes, certainly. のように応答詞を繰り返せば「どうぞ」という




32） ②［承諾して］に相当するスペイン語に sí は含まれていないが，含めるべきであろう。
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